
薬剤師であり、医師でもある。それ

が平井氏だ。

理学部か薬学部に行こうと考え、将

来免許が取れるから有利と進学した京

都大学薬学部を1974年に卒業。大学院

に進み研究を続けたかったが、女性研

究者は不要と言われて断念、翌春には

神戸大学医学部に入学した。卒業と同

時に進学した大学院博士課程では、遺

伝子組み換えやクローニングに関する

研究に取り組んだ。

博士課程修了後、神戸大学医学部附属病院

薬剤部での文部技官を経て、京都大学医学部

附属病院薬剤部の文部教官助手を5年間務め

た。「ＤＮＡを扱える人材が欲しいと要請さ

れて行った。研究が主体で、実験や学生指導

も手がけた」と振り返る。

神戸薬科大学に助教授として登用されたの

は95年のこと。医学と薬学を両方学んだ貴重

な人材として、生理学などの講義を担当。薬

物治療に関する講義や実務実習、学内模擬薬

局の立ち上げなどにも関わるようになり、模

擬患者（ＳＰ）の養成なども展開。いつしか

臨床・実務系教員としての役割を担うように

なったという。

「目の前にある課題を片づけるのが

精一杯で、あまり先のことを考えずや

ってきた」と話す平井氏が、「当面、

頭にくっついて離れない問題」と指摘

するのが、学外における長期実務実習

の受け入れ体制構築だ。

薬学教育6年制では、1カ月の学内実

務実習事前教育に加え、4年次末～5年

次初めにかけて実施される予定の共用

試験（ＣＢＴ、ＯＳＣＥ）をパスした

学生に、病院2.5カ月、薬局2.5カ月の学外実

務実習が5年次に実施される。

どの施設がどの学生の実務実習を受け入れ

るかという割り振りは通常、各地区に設置さ

れた調整機構で行われる。平井氏は近畿地区

調整機構のメンバーを務めているが、将来想

定される学生数に対応できるだけの受け皿の

整備が、現状ではまだ不十分と指摘する。

従来の4年制に比べて実習が長期化するた

め、1施設当たりの受け入れ学生数が減少す

る一方で、薬学部の新設が相次ぎ、学生数は

増加の一途を辿

る。より多くの

病院や薬局に、

実習受け入れ施

設として手を挙

げてもらわなけ

ればならない

が、現時点では

その数は足りない。

長期実務実習が始まる2010年度まで、残さ

れた準備期間は数年しかない。「いつになっ

たら決着がつくか分からない」「何かいい方法

はないだろうか」と頭を悩ます毎日だ。受け入

れ施設の数を増やすべく、臨床現場の薬剤師

に対する情報発信を充実させ、実務実習の意

義を理解してもらえるよう努めたいと話す。

実際に現場の薬剤師からは、学生の

実習を受け入れる代わりに、大学には

論文作成など研究面の支援をしてほし

いとの声が聞かれるそうだ。「臨床現

場で頑張っている薬剤師が、現場で見

つけたテーマを基にして、（博士など

の）学位を取るところまで支援してい

くのが大学の役割」と平井氏は語る。

神戸薬大は、夜間大学院や卒後教育

講座、薬剤師実践塾（実習・討論中心

の少人数研修）の開講など、社会人を

積極的に支援する姿勢を強めている。

忙しい日常業務を縫って、大学まで学びに来

るだけあって、参加する薬剤師は、誰もみな

熱心だ。

そのうちの１人、同校を５年ほど前に卒業

し、ドラッグストアの店長を務める薬剤師の

言葉が印象的だったという。「学生時代は熱

心に勉強するわけではないし、試験を通れば

いいという態度で、当然成績も振るわなかっ

た。しかし、30歳を目前にして『今まで夢中

でやってきて、仕事もできるようになり、そ

れなりに役もついたが、もう一段階進むため

には何かが足りない。自己変革のためにはこ

のままではいけない。もう一度学び直す必要

がある』と言って、自ら学びに来た。こうい

う人は、きっと少なくないと思う」

学ぶことの意味を学生時代から知っておい

てほしい。それが平井氏の願いだ。他大学と

同様、神戸薬大も１年次に臨床現場などを見

学、体験する実習を実施している。昨年は予

想以上にうまくいったそうだが、今年は「た

だ行かされているだけという態度の学生が少

なくないと、受け入れ先からお叱りを受けた」

という。学ぶ動機をいかに学生に植えつける

か、これも当面の課題である。

実務実習受け入れ体制の整備に関す

る会合などで土日は埋まり、５月から

ほぼ休みなしの生活が続いているが、

研究にも時間を割きたいという思いは

根強い。健康食品やサプリメントの新

たな素材開発やヒトでの臨床研究を進

め、特に美容に効果があるものを探し

たいというのが、目下の目標になって

いる。

平成18年９月１日（金曜日） 第５号薬　学　生　新　聞 （５）

薬学教育６年制が今春から始まった。基礎

教育に軸足が置かれていた４年制課程に比

べ、６年制課程では臨床、実務系教育が重視

されている。この分野について、学会のシン

ポジウムなどで講演する機会の多いのが、神

戸薬科大学臨床薬学教授の平井みどり氏だ。

病院や薬局での学外長期実務実習を、いかに

円滑に実施できるかが、薬学教育６年制の成

否を握る最大のキーポイントといえる。学生

数が増える一方、実習を受け入れる病院や薬

局の数は不十分と見られており、現在、その

体制作りに頭を悩ませているところだ。

小豆島へのゼミ旅行

ズームアップ
平井　みどり氏

神戸薬科大学
臨床薬学教授
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臨床、実務系教育の充実に奮闘


